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夏休みの思い出 

風連中央小学校長 野崎 師靖  
 

かつて担任をしていた生徒のことです。中学校２年生の彼女は、夏休みを利用し、隣

の街へ習い事に通うことになりました。自宅から最寄りの駅まで自転車で移動し、JR で

隣町へ移動する毎日でした。そんな彼女が、次のような作文を書いてくれたことが、今

でも記憶に残っています。 

 

※  以下要約 

最初の数日間は、一人でＪＲを利用することに緊張の絶えない日々でした。やがて移動に慣

れてくると、周りに気をかける余裕が出てきました。車内の人々の様子、車窓から流れる風景。ど

れもが見過ごしていた新鮮な景色でした。それまでの自分は、どこかへ出かける際、親の自家用

車が常でした。車内では、本を読んだりゲームをしたり、居眠りをしているうちに目的地に到着し

ていました。 

ＪＲの車内には様々な人がいます。新聞を読むサラリーマン、読書をする女性。制服姿やジャ

ージ姿の高校生。ヘッドフォンで音楽を聴いたり、ゲームをしたりする若者。お年寄りや、赤ちゃん

をおんぶしているお母さん、等々。本当にいろいろです。ある時、白い杖を手にした女性が乗っ

てきました。座席に座っている私は、最初、その杖の意味が分かりませんでした。すると、近くに座

っていた男の人が、その白い杖の人に席を譲っていました。私はその時、ようやく白い杖の意味

が分かりました。同時に、いろいろなことが頭をよぎり、考えさせられました。 

翌日、私はある決心をしてＪＲに乗りました。いよいよその時がやってきました。勇気を出して

声を掛けました。「良かったらどうぞ！」人生で初めてお年寄りに席を譲りました。目的地までは

立ちながらの移動でしたが、とてもさわやかな気持ちになりました。 

これにきっかけを得た私は、帰宅後、目的地までの移動手段について調べることにしました。

目的地までは、ＪＲの利用が一番便利なのですが、自宅～ＪＲ～地下鉄、自宅～バス～ＪＲ、自

宅～バス～地下鉄という３つの方法の存在を知りました。早速母に許可をもらい、違う移動方法

で習い事に通うことにしました。残されたわずかな期間は、冒険の毎日でした。こんなことなら！

と、後悔したような気持にもなりました。 

習い事はもちろんとてもためになることばかりでしたが、それ以上に何かとても大きな勉強をし

た気がしました。わずかな期間のことでしたが、自分自身をとても成長させてくれた夏休みでし

た。 

 

明日から 27 日間の夏休みが始まります。全ての子供たちに、充実した夏休みを過ご

してほしいと願っています。上に紹介した作文はほんの一例ですが、学校では経験する

ことのできない様々な学びが訪れる夏休みであってほしいと願います。学びは、教室外

にも遊びの中にも存在します。また、本当の学びとは、教え・授けて得るものよりも、

自ら身につけ、蓄えていくことにこそ、価値のある場合が多いものです。事故なく、怪

我なく生活し、一回りも二回りも成長した、風連っ子との再会を楽しみにしています！ 

今学期の、保護者・地域の皆様の学校に対する御支援・御理解に感謝申し上げます。 
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              7 月 9 日（火）、「自然災害を正しく理解するとともに、防災・減災に

関する行動について、自ら判断できる能力を育成する。」「行政、学校、関係機関等の連携協力によ

る地域全体の防災力の向上を図る。」ことをねらいに、一日防災教室を実施しました。 

 小規模校である智恵文小中学校（前期）と中名寄小学校の児童も一緒に活動しました。６グルー

プに分かれ、各関係機関で担当していただいたブースを回って、様々な体験をしました。 

名寄河川事務所・・・・・・「降雨体験」「地下浸水体験」「３Ｄ土砂災害体験」「〇✕クイズ」 

名寄消防署  ・・・・・・「装備品体験」（救命胴衣着用・救命ボート・AED） 

名寄自衛隊  ・・・・・・「装備品体験」（装備ベスト着用・ロープワーク体験・スコープカメラ） 

名寄市役所  ・・・・・・「段ボールベッド組立」「非常持ち出し品」 

 名寄市在住の防災マスターの方々にもご協力頂き、子供たちは、貴重な経験を経て、防災への意

識を高めていました。ご協力いただいた関係機関の皆様に感謝申しあげます。 

 
夏季休業 7 月 27 日（土）～8 月 22 日（木） 
 

2(金) 風連神社祭（音楽行進） 

11(日) 山の日 

12(月) 振替休日 

13(火) 学校閉庁日 

14(水) 学校閉庁日 

15(木) 学校閉庁日 

16(金) 学校閉庁日 

19(月) 校内 WAX がけ 

20(火) 校内 WAX がけ 

23(金) 始業式 

26(月) がんばりタイム 

27(火) ダイハツものづくり教室５年（5・６時間目） 

    教育委員学校訪問 

28(水) ５年陶芸教室 

29(木) 上川管内教育研究会のため B 日課５時間 

30(金) 読み聞かせ（４～６年）   

３年陶芸教室  

児童会⑤ 
ホームページ  
http://www.city.nayoro.lg.jp/school/s_furencyuou/index.html 

「学校閉庁日」の設定について 
 
 北海道教育委員会では、学校における働き方改革
の取組の一つとして、教職員が休養を取りやすい環
境を整備し、心身の健康を保持することを目的に「学
校閉庁日」の取組を全ての学校で実施しています。 
 つきましては、本校においても、夏季休業期間にお
ける学校閉庁日を次のとおり設定することとしました
ので、地域の皆様の御理解と御協力をお願いいたし
ます。 

なお、学校閉庁日には基本的に職員が不在となる
ため、緊急連絡が必要な場合には次の連絡先までお
願いします。 

 
１ 学校閉庁日 

・令和６年８月１３日(火)～８月１６日(金) 
 

２ 学校閉庁日中の緊急連絡先  
・名寄市教育委員会学校教育課  
（01654-３-2111 内線 3372） 


